


























































































































「
苦
肉
桜
木
」
通
巻
目
次

第

七

十

号

昭
和
四
十
四
年
一
月
)

弔
詞
(
追
悼
樺
潟
久
孝
博
士
)

「
け
り
」
の
意
味
分
化

ー
そ
の
現
実
性

と
真
実
性
と
観
念
性
1

「
ま
し
じ
」
か
ら
「
ま
じ
」
へ
の
推
移

「
曽
陀
多
岐
多
多
岐
」
を
め
ぐ
っ
て

令
集
解
と
玉
稿

*
中
西
進
博
士
「
市
内
業
史
の
研
究
」
を

読
む第

七

十

佐
伯

森
重

西本後
宮田藤

士
口
、
水

ロ
τ7 

(
昭
和
四
十
四
年
七
月
)

吉
井

茨
団
連
の
祖
先
伝
承
と
茨
回
堤
築
造
の

品川
M

五ロ

ヰ
-一=
ロ

「
べ
し
」
の
推
定
性

-
様
相
と
推
定
と
意
志
|

商
業
集
に
お
け
る
「
繁
」
字
の
用
法

-

「
人
目
を
し
げ
み
」
存
疑

l

-
潔
潟
久
孝
博
士
著

「
首
向
葉
集
注
釈
巻
二
十
L

所
感

守
河
野
頼
人
著
市
内
薬
学
研
究
近
世

中
西

症鳥土
橋

木
下

第

七

十

二

号

(
昭
和
四
十
四
年
十
一
月
)

梅
友

聖
武
勅
撰
説
に
よ
る
異
本
の
成
立

ー
商
業
集
巻
二
十
の
悲
運

母
音
の
体
制
的
交
代

倭
の
六
の
御
県

三
二
二
七
番
「
秋
往
者
」
の
訓

敏
一義和
民寿彦

伊
ii事

西吉川
富井端

第

七

十

三

号

昭
和
四
十
五
年
二
月
)

k"-巌

「
文
章
は
経
国
の
大
業
」

憶
良
ら
の
論
罷
宴
歌
は
遊
宴
歌
か

商
業
集
巻
十
四
東
歌
私
見

妹
背
山
女
男
の
打
橋

字

淡
海
三
船
「
送
-説
明
和
尚
-状
」
考

久

木坂井小
下本村島
-
3
 

4
『
隔
削

A
叶
.

第

七

十

四

号

(昭
和
四
十
五
年
十
月
)

小
島

究

大
伴
淡
仕
守
護
状

ホ
ム
ツ
ワ
ケ
王

-
祭
神
王
朝
の
後
継
者
像
|

「
字
都
士
心
意
美
」
考

『
懐
風
藻
』
の
撰
者
に
つ
い
て

-
「
胡
人
読
ニ懐
風
諜
こ

ー
そ
の
一

正
俊

「
家
も
あ
ら
な
く
に
」

吉
井

毛
利

国
〉
「
「
〉
一
印
1

「
〈
〉

Z

真
鍋

|専

-
西
宮
一
民
著

「
日
本
上
代
の
文
章
と
表
記
」

$
岡
田
精
司
著

「古
代
王
権
の
祭
杷
と
神
話
」

・
南
信
一
著

「
寓
業
集
駿
遠
豆
|
論
考
と
評
釈
|
」

'山
口
正
著

「
商
業
集
百
首
歌
と
そ
の
研
究
」

一普
民巌明

六
O

築
烏

宇首

青
木

紀
JC 

橋
本

1m 
郎

井
村

哲
夫

第

七

十

五

号

昭
和
四
十
六
年
一
月
)

正信哲 f!i
俊幸夫之

人
麻
呂
集
の
皇
子
追
悼
挽
歌

l
子
松
が

う
れ
を
ま
た
も
見
む
か
も
|

坂
上
大
嬢
の
越
中
下
向

殺
目
山
寸
考

み
み
ら
く
考

進

t度
瀬

日
田
中
心

松高大
田橋越

重究
修敏文

第

七

十

六

号

昭
和
四
十
六
年
六
月
)

憲
之

憶
良
歌
巻
か
ら
市
内
葉
集
巻
五
へ

サ
ヨ
ヒ
メ
誕
生

五
幡
の
坂

飛
鳥
海
御
原
宮

ー
そ
の
位
置
を
め
ぐ
っ
て
|

平
城
宮
出
土
木
簡
所
見
の
文
選
李
菩
注

巌
正
守

次
郎

山吉{芦
田井 ii車

弘
通巌博

士
口
、
氷

登

東
野

治
之



第

七

十

七

号

(
昭
和
四
十
六
年
九
月
)

泣
血
哀
働
歌
二
首

柿
本
人
麻
呂
の
文
芸
性
|

憶
良
ら
の
論

そ
の
文
学
の
主
題
と
構
造
|

捜
神
記
の
受
容

|

一
侠
文
を
め
ぐ

っ
て
|

-
久
米
常
民
博
士
著
「
寓
薬
品
棋
の
文
学

論
的
研
究
」
を
読
ん
で

第

七

十

八

号

(
昭
和
四
十
七
年
二
月
)

笠
金
村
論

宮
人
の
安
宿
も
寝
ず

|
巻
十
五
・

三
七
七

一
の
歌
の
解
釈
に
つ
い
て

i

「
袖
折
り
返
し
」
考

商
業
集
。
ム
ロ
ノ
キ
。
考

・
清
水
克
彦
著
「
市
内
桜
木
論
集
」

第

七

十

九

号

昭
和
四
十
七
年
五
月
)

怨
恨
の
歌

|
大
伴
坂
上
'郎
女
の
志
向

す
る
世
界
|

霊
異
記
「
隊
」
の
訓
釈

「
飛
'
局
」
考

・
北
山
茂
夫
著

『大
伴
家
持
』

「
市
内
業
」
通
巻
目
次

渡
辺

~:I戸
村

粕
谷

)11 
口

j青坂
本

大郷毛
久利
保

小
野
寺
静
子

伊井ニ 小
膝手泉

第

八

十

号

昭
和
四
十
七
年
九
月
)

設

筑
前
国
志
賀
白
水
郎
歌
十
首
に
就
い
て

同
音
読
の
掛
詞
「
紙

(ω同)

間
心

(ω円)」

に
つ
い
て

官
同
葉
集
の
「
代
」
「
は
か
」
に
つ
い
て

奈
良
朝
宮
廷
歌
巻

ー
商
業
集
巻
六
の
論
|

哲
夫

興
紀

常
孝

第

八

十

号

昭
和
四
十
八
年
六
月
)

克
彦

上
代
の
文
字

出
雲
国
風
土
記
の
成
立
に
つ
い
て

ー

「
即
」
の
用
法
か
ら
|

天
智
紀
に
み
え
る
「
月
生
」
の
語
に
つ

い
て

商
業
序
歌
の
成
立

条
盟
制
よ
り
見
た
撚
津
永
屋
原

秘
積
の
位
置

ユ
ホ
下
正
俊
著

『商
業
集
語
法
の
研
究
』

信
幸

正
正勝守

第

八

十

二

号

(昭
和
四
十
八
年
十
月
)

博歪道

遊
宴
の
花

|
額
回
王
論

防
人
歌
試
論

ぁ
ゅ
の
か
ぜ
私
見

新
二

一
広
「
「
〉
一
勾
〈
室

毛

利

正

守

稲
岡

大
井
重
二
郎

伊
藤

井
手

柏
木

東
野

上
回

大
井
重
二
郎

浅
見

黒身伊
)11崎藤

「
詠
鎮
懐
石
歌
」
か
ら
憶
良
の

「
七
夕
歌
」
ま
で
ー
そ
の
作
者
と

成
立
の
背
景
を
め
ぐ
っ
て

布
団
中
卓
著

『日
本
古
典
の
研
究
』

第

八

十

三

号

(昭
和
四
十
九
年
二
月
)

1場

「
士
口
備
津
采
女
」
と
「
天
数
ふ
大
津
の
子
」

人
麻
呂
作
「
吉
備
津
采
女
死
時
」

歌
に
つ
い
て
|

「
身
を
た
な
知
る
」
よ
り
覗
い
知
る

歌
人
高
橋
虫
麻
呂

至

古
事
記
音
注
私
見

「
堅
塩
」
考
|
商
業
集
訓
訪
の
道
|

真
里

第

八

十

四

号

昭
和
四
十
九
年
六
月
)

治
之

設
夫

『高
葉
集
』
名
義
の
謎

た
わ
や
め

幼
婦
と
言
は
く
も
若
く

-
坂
上
郎
女
の
怨
恨
歌
考

l

枕
詞
「
釧
つ
く
」
に
つ
い
て

$井
村
哲
夫
著

『憶
良
と
虫
麻
巴
』

リ

wun
似
引

第

八

十

五

号

(昭
和
四
十
九
年
九
月
)

三寿 博

つ

つ

む

丹
生
の
山
と
大
伴
池
主
の
公
館

「
大
池
」
の
勝
間
田
池
説
を
否
定
す
る

~ 

ノ、

原
因

貞
義

植
垣

日日

也

やl'
堀

ヲ7;c..、

坂
本

信
幸

西毛
宮利

正
{
寸
一
民

Z
〉F
「〉一∞↓〈〉
一z

橋
本

達
雄

坂米
本田

イ言
幸 進

橋

本

四

郎

黒
川

総
三

大
井
重
二
郎



「
官
問
葉
」
通
巻
目
次

「
猟
路
の
池
」
榛
原
の
説

.
渡
瀬
昌
忠
著

『柿
本
人
麻
巴
研
究

歌
集
編
上
』

(昭
和
四
十
九
年
十
二
月
)

第

八

十

六

号

福
麻
呂
の
宮
廷
儀
礼
歌

山
宗
神
王
朝
の
始
祖
伝
承
と
そ
の
変
遷

語
の
文
法
的
構
成
|
畳
語
に
つ
い
て
!

と
ニ
谷
栄
一
氏
著
『
日
本
神
話
の
基
盤
』

第

八

十

七

号

(昭
和
五
十
年
三
月
)

志
賀
白
水
郎
歌
の
場

|
歌
群
の
構
造
論
と
し
て

歌
語
り
の
方
法

「
う
っ
せ
み
」
と
「
た
ま
の
を
」

ね
り
の
む
ら
と

第

八

十

八

号

(昭
和
五
十
年
六
月
)

阿
騎
野
の
歌
二
題

「
風
を
だ
に
恋
ふ
る
は
と
も
し
」
私
孜

分
間
の
浦
考

王
勃
集
と
平
城
宮
木
簡

中
臣
祐
春
釜
高
葉
集
断
簡
に
つ
い
て

鳴
上

橋
本

吉蜂吉清
井 矢井水

i度
瀬

4喬森伊
本重藤

土

中

氷

登

長
谷
川
信
好

友

松

孝

行

東

野

治

之

演

口

博

章
善
治

第

八

十

九

号

(昭
和
五
十
年
九
月
)

達
!ift 

真克
巌郷巌彦

上
代
特
殊
仮
名
遣
と
は
何
か

東
歌
の
国
名
判
明
歌
相
聞
の
配
列
に

つ
い
て

み
川
本
達
雄
氏
著

十
J
1

『
寓
葉
集
{
呂
廷
歌
人
の
研
究
』
を
読
む

3
4

第

九

十

号

昭
和
五
十
年
十
二
月
)

回
目
回
申
U

人
麻
呂
の
作
歌
精
神

|

「
吾
等
」
の
用
字
を
め
ぐ
っ
て
|

東
歌
「
安
可
見
夜
麻
」
考

古
代
形
容
詞
の
形
成
に
関
す
る
一
つ
の

問
題

l
ス
ミ
ノ
エ
と
ス
ミ
ヨ
シ
を

め
ぐ
っ
て
|

安
積
皇
子
娩
歌
試
論

四
郎敏博

森
重

辻村
田

椎
名

工一勝

ロ
τヲ

(昭
和
五
十
二
ヰ
一一一月)

身
崎

第

九

十

赤
人
の
吉
野
讃
歌

|
作
歌
年
月
不
審

の
作
群
に
つ
い
て
|

旅
人
の
帰
京
行
程

よ
呂
本
氏
説
に
関
連
し
て
|

憶
良
に
お
け
る
陶
淵
明
の
影
響
の
問
題

「
貧
窮
問
答
の
歌
」
を
め
ぐ
っ
て
|

大
仏
関
限
会
の
漢
詩

か
げ
ろ
ふ
の
石

清
水

林
凹

黒
川

奥蔵
村中

*伊
藤
博
著

『商
業
集
の
構
造
と
成
立
』
(上

下

敏

~ 

ノ、

渡
瀬

日
田
市
U

第

九

十

二

号

(昭
和
五
十

二
牛
八
月
)

懇
之

憲
男

漢
籍
享
受
の
問
題
に
関
し
て

「
色
に
出
づ
」
考

ー
慣
用
句
と
発
想
法
|

磁
波
路
と
之
乎
路

令
集
解
「
古
記
」
に
み
え
る
「
剤
師
徴
時

務
策
」
考

l
大
宰
府
出
土
木
簡
を

め
ぐ
っ
て

「
澄
」
の
仮
名
存
疑

哲
夫

正
博

嘉
郎

小
島

駒
木

敏

黒
川

1"，"、
司定、

東
野

治
之

木
下

正
俊

カ
男

第

九

十

三

号

昭
和
五
十
一
年
十
二
月
)

紀
雄

寿

貧
窮
問
答
の
歌

l
短
歌
を
め
ぐ
っ
て
|

赤
人
の
吉
野

克
彦

ひ
と
(
人
)
か
そ
(
父
)
お
や
(
親
・
祖
)

|
付
け
た
り
、
オ
ニ
モ
ノ
・
タ
マ

カ
ミ
に
つ
い
て
|

正
男

e

伊
藤
博
氏
著

『商
業
集
の
歌
人
と

作
品
』
上
・下
二
巻
を
読
む

洋

事
土
白
井
巌
氏
著

『天
皇
の
系
譜
と
神
話

』

'恒
哉進

*
八
木
毅
著

『日
本
釜
異
記
の
研
究
』
に
つ
い
て

俳
方
加
h
H

坂
本

信
幸

森
重

敏

井
村

哲
夫

次
回

直
R
+
辛

、i
l
i
 

ノ守

t
y

道



第

九

十

四

号

(
昭
和
五
十
二
年
四
月
)

古
事
記
「
訓
読
」
の
論

祈
年
祭
祝
詞
に
つ
い
て
の
一
考
察

赤
人
の
春
雑
歌
四
首
に
つ
い
て

「
お
ぼ
の
び
に
」
と
「
と
ぼ
し
ろ
し
」

付
け
た
り
、
「
を
ぐ
き
が
き
ぎ
し
」
1

・北
山
茂
夫
著

『続
前
向
業
の
世
紀
』

1青粕西
水谷宮

森
重

第

九

十

五

号

(
昭
和
五
十
二
年
八
月
)

東
日'

赤
人
に
お
け
る
叙
景
形
式
の
変
遷

-
仮
称
「
原
赤
人
集
」
の
構
造
か
ら
|

上
代
に
お
け
る
道
祖
神
の
呼
称
に
つ
い

て
ヌ
バ
タ
マ
の
担
問
源

清
水

井
手

田
中
み
ど
り

第

九

十

六

号

(昭
和
五
十
二
年
十
二
月
)

や11
回

市
内
桜
木
歌
の
技
法

「
諸
弟
ら
が
練
の
村
戸
」
試
案

歌
と
人
名
|

「
宛
然
1

ム
セ
カ
」
(
日
本
霊
異
記
)
に

つ
い
て

遊
仙
窟
の
注
者
逮
と
そ
の
出
自

ロ
ナ
ル
ド
・
イ
l
ガ
ン
氏
の
論
文

に
関
連
し
て
|

「
首
同
業
L

通
巻
目
次

坂
本

田
中

長
田

$
蔵
中
進
著

『唐
大
和
上
東
征
伝
の
研
究
』

克興一
彦紀民

第

九

十

七

号

昭
和
五
十
三
年
六
月
)

遺
新
羅
使
人
悲
別
贈
答
歌
十
一
首
の

構
成

進
上
諸
国
防
人
歌
の
序
列

江
戸
期
の
商
業
博
物
の
研
究
に
つ
い
て

-
前
門
業
動
植
考
を
中
心
に
|

道
場
法
師
諮
の
形
成

・
大
演
厳
比
古
著
高
菜
幻
視
考

倣
治
之

克
彦

第

九

十

八

号

(昭
和
五
十
三
年
九
月
)

至

商
業
諾
を
め
ぐ
っ
て

「
月
の
船
」
「
桂
梶
」
考

ー
そ
の
発
想
と
周
辺
|

平
城
京
出
土
資
料
よ
り
み
た
磁
波
津

の
歌

・
稲
岡
耕
二
著

『商
業
表
記
論
』

秀
夫

信
幸

第

九

十

九

号

(
昭
和
五
十
三
年
十
二
月
)

西
宮

久
美

「鴨
山
」
の
歌
と
そ
の
周
辺

カ
グ
ハ
シ
考

仮
名
文
書
の
成
立
以
前
続

|
正
倉
院

仮
名
文
書
・乙
種
を
め
ぐ
っ
て

夏
樹

東
野

大
波

藤
原

手rJ
回

寺
川
呉
知
夫

坂

本

信

幸

小
島

佐
藤
美
知
子

東
野

松土
本橋

奥
村

治
之

美
努
岡
万
墓
誌
の
述
作

『古
文
孝
経
』
と
『論
語
』
の
利
用

を
め
ぐ
っ
て
|

第

百

号

昭
和
五
十
四
年
四
月
)

民
+
辛

高
葉
集
に
於
け
る
単
語
連
続
と
単
諾

結
合
体

芳
男

古
事
記
の
表
記

-
同
諾
異
表
記
に
よ
せ
て
|

義

-
守
屋
俊
彦
氏
著

『続
日
本
霊
異
記
の
研
究
』
を
読
む

第

百

号

(昭
和
五
十
四
年
七
月
)

恋
P 

4 

推
古
紀
の
「
玄
型
」
に
つ
い
て

「
あ
り
」
を
前
項
と
す
る
複
合
動
詞
の

構
成

・
仏
像
と
仏
式
斎
会
と

渡
瀬
田
国
忠
氏

『柿
本
人
麻
呂
研
究

烏
の
宮
の
文
学
』
を
読
む

ム
ロ
ク
一

、

r
;民

第

百

二

号

(昭
和
五
十
四
年
十
二
月
)

問Ij ~主

「
サ
ネ

・
カ
ツ
テ
」
再
考

「
可
ミ
良
波
志
」
の
「
ミ
」

「，快
」
か
「
般
」
か

悦

ム
ノ、

東
野

治
之

毛
利

正
{
寸

抜
本

福
貴子

泉

道

粕
谷

!!'J 
紀

内
田

間
以
徳

中
川

幸
康

黒犬毛
川 飼 利

総正
三 隆守



「
蔦
業
」
通
巻
目
次

第

百

三

号

(昭
和
五
十
五
年
三
月
)

石
見
相
聞
歌
と
人
麻
呂
伝

-
作
品
論
に
よ
る
伝
記
の
再
検
討
|

形
状
言
に
よ
る
副
詞
句
の
形
成

不
幸
短
命
考
ー
ム
疋
恵
伝
研
究
ノ
ー
ト

|

第

百

四

号

(昭
和
五
十
五
年
七
月
)

椀
の
花
雪
に
し
を
れ
て
|
勝
宝
五
年

正
月
四
日
の
宴
歌
三
首

|

商
業
集
・
旋
頭
歌
の
字
余
り

対
義
語
ヒ
ロ
シ

・
セ
パ
シ
と
そ
の
周
辺

い
へ
や
ど
・
や
ね

「
風
を
だ
に
」
考

|
長
谷
川
信
好
氏
論
文
に
答
せ
て
|

第

百

五

号

(昭
和
五
十
五
年
十
二
月
)

首
門
葉
集
短
歌
の
定
裂
の
問
題
第

一

句
不
足
音
句
の
訓
に
つ
い
て
|

風
を
だ
に
恋
ふ
る
は
と
も
し
統
制
加

ー
準
体
言
の
視
点
|

天
武
天
皇
所
生
皇
子
生
年
考
証

岡
三 工
間藤

i度
辺

吉勝 毛
井矢利

川
村
幸
次
郎

西
田

大
JI長

寺
西

第

百

六

号

昭
和
五
十
六
年
三
月
)

羽|

「片
歌
」
を
め
ぐ

っ
て

|
旋
頭
歌
の
成
立
序
説
|

「寧
王
」
再
考

「
カ
タ
ル
」
の
語
義
補
稿

商
業
集
の
字
余
り

ー
そ
の
ひ
と
つ
の
形
|

念
川
端
善
明
著

『活
用
の
研
究
』

重力
敏男設

真正
巌主!日守

第

百

七

号

昭
和
五
十
六
年
六
月
)

古
代
日
本
語
の
光
感
覚
|
諸
根
}
内
白
ml

を
め
ぐ
る
意
味
の
構
造
|

「
折
る
」
と
「
惜
し
」

l
蔦
葉
集
三
九

O

四
番
歌
の
解
釈
を
め
ぐ
っ
て
|

一
音
節
被
覆
形
i

露
出
形
の
ア
ク
セ
ン

ト
ー

。金
田

一
法
則
ク
の
例
外
に
つ

い
て
|

悦
子

商
業
集
ヤ

・
ワ
行
の
音
声

ー
イ
ウ
の
場
合
ー
ー

重
彦

第

百

八

号

昭
和
五
十
六
年
九
月
)

貞
弘

巻
七
雑
歌
「
詠
月
」
歌
群
の
構
造

l
臨
場
表
現
か
ら
|

風
を
だ
に
恋
ふ
る
は
と
も
し

家
伝
下
と
王
葬
伝

神
野
志
隆
光

土生
市帝国

毛
利

浅
見

木
村

山
本

蜂
矢

毛
利瀬

藤
原
三
間

恋
は
か
な
し

第

百

九

号

(
昭
和
五
十
七
年
二
月
)

居1
Jt史

旋
頭
歌
試
論

神
婚
認
発
生
の
基
盤

巻
十
て

二
五
一

0
1
二
の
問
答
歌

三
首
に
つ
い
て

「
物
念
」
の
訓
読
を
め
ぐ

っ
て

人
並
に
我
も
な
れ
る
を

正
守徹

第

百

十

号

(昭
和
五
十
七
年
六
月
)

紀
子

海

上

(う
な
か
み
)

「
命
」
考
|
商
業
集
を
中
心
に
|

丘
墓
之
所

|
書
紀
述
作
の
一
問
題
|

仙
覚
「
乃
」
を
「
之
」
に
改
め
る
こ
と

市
大
久
保
正
氏
の
著
作
に
つ
い
て

|
文

献
学
的
実
証
の

一
途
に
賭
け
た
人
|

登
朗

其
郷

正
守

六
回

橋
本

四
郎

神
野
志
隆
光

中
川
ゆ
か
り

岡
潟

秀

井毛
村利

正
守
哲
夫

北村岡阪
谷田内倉

幸 正弘篤
冊博子義

伊
藤

1増

第

百

十

ロ
τ三F

昭
和
五
十
七
年
九
月
)

日
出
山山

商
業
集
七
夕
歌
の
配
列
と
構
造

冠
線
神
社
友
安
家
蔵
「
前
向
葉
集
巻
十
五

断
簡
」

1

新
発
見
天
治
本
の
紹
介
|

翻
刻
(
お
よ
び
影
印
)
冠
線
神
社
友
安
家

歳
「
古
内
葉
集
巻
十
五
断
簡
」

重芳
敏男

佐岡井
藤内手

'恒弘
h:f~子至



第

百

十

二

号

(
昭
和
五
十
八
年
一
月
)

つ-
隠iた・
」と

を文
め字:| 
一つ

Iな
ぎ

と
ば
一寸

官llJ ~

市
内
葉
集
中
の
国
{
寸
た
ち

|
家
持
の
内

舎
人
か
ら
越
中
守
時
代
に
つ
い
て

『時
代
別
国
語
大
辞
典
よ
代
編
』

語
末
索
引
稿
(
一
)

『文
筆
秀
麗
集
』
詩
に
注

-
第
一
回
第
川
の
詩
|

傘
倉
野
憲
司
防
士
箸

『古
事
記
全
註
釈
』
(会
七
巻
)

丸
山

佐
藤
美
知
子

蜂
矢

小
鳥

粕
クミこ
凶

第

百

十

三

号

(
昭
和
五
十
八
年
三
月
)

ア
メ
ノ
シ
タ
の
用
法

類
聞
旅
古
集
の
片
仮
名
訓
書
入

『試
薬
代
匠
記
』
所
引
の
漢
籍
を

め
ぐ
っ
て

『時
代
別
国
語
大
辞
典
上
代
編
』

語
末
索
引
稿
(
二
)

『文
筆
秀
麗
集
』
詩
注

-
第
二
回
第
凶
の
詩
|

「
商
業
」
通
巻
目
次

山遠
山奇 111 

井
野
口

蜂
矢

小
島

第

百

十

四

号

(
昭
和
五
十
八
年
七
月
)

|を
司

上
代
語
と
平
安
時
代
漢
文
訓
説
話
と
の

関
係
に
つ
い
て

吉
備
津
采
女
挽
歌
読
解
の
一
つ
の
試
み

大
崎
の
神
の
小
浜

真
郷

第

百

十

五

号

(昭
和
五
十
八
年
十
月
)

窓
之

「
見
る
見
ゆ
」
と
「
思
ふ
思
ほ
ゆ
」

-
『寓
葉
集
』
に
お
け
る
そ
の
相
関
|

古
事
記
そ
の
も
の
が
語
る
古
事
記
の

成
政
田
過
程
「
以
音
注
」
を
手
が

か
り
に

興
紀

『庚
信
条
』
と
威
奈
大
村
古
書
誌

福一
之郎

『文
華
秀
麗
集
』
詩
注

-
第
三
回

第

ωの
詩
|

築
島

吉 川
井島

内
田

木
133 

東
出J

孝

第

百

十

六

号

(昭
和
五
十
八
年
十
二
月
)

小
島

真
郷

大
伴
世
田
持
追
和
の
梅
花
歌

古
内
葉
集
の
ア
メ
ノ
シ
タ
と
葦
原
水
穂
国

鳥
の
宮
舎
人
等
挽
歌
の
構
成

『時
代
別
国
語
大
辞
典
上
代
編
』

語
末
索
引
稿
(
三
)

窓
之

平逮橋
官官山本

勝
矢

第

百

十

七

号

ffr 
I事

(
昭
和
五
十
九
年
三
月
)

↑w 

ネ討

大
伴
家
持
の
手
法

新
撰
寓
葉
集
の
形
成

-
上
巻
第
一
次
編
集
本
の
復
原
|

「
古
京
遺
文
」
(
正
・続
)
索
引

j淑郎

第

百

十

八

号

(
昭
和
五
十
九
年
六
月
)

賢
徳

憶
良
の
能
…
凝
哀
悼
歌

黄
河
考
|
新
撰
寓
薬
品
宋
漢
詩
の
手
法
1

岩
崎
本

『推
古
紀
』
『
皇
極
紀
』
に
お

け
る
裏
書
・
頭
注
・脚
注
・
傍
注
に

つ
い
て
一
条
兼
良
の
書
紀
学

『文
筆
秀
麗
集
』
詩
注

-
第
四
回
第
削
の
詩
|

輩
義

治
之

憲
之

第

百

十

九

号

昭
和
五
十
九
年
十
月
)

英一四
子郎郎

防
人
歌
群

出
会
い
の
表
現

寓
葉
集
巻
第
三
四
一
三
番
歌
の

結
句
に
つ
い
て

『時
代
別
国
語
大
辞
典
上
代
編
』

語
末
索
引
稿
(凹
)

真
郷

六
五

山
崎

健
司

井
村

哲
夫

田芳
中賀

大紀
士雄

蔵
lや

進

小
島

憲
之

伊

藤

博

中
川
ゆ
か
り

大
島

信
生

蜂
矢

真
郷



「
古
内
葉
」
通
巻
目
次

第

百

二

十

号

昭
和
五
十
九
年
十
二
月
)

表
現
の
類
型
化

|
季
節
と
の
関
わ
り
に
お
い
て

高
葉
集
巻
一
の
八
番
「
今
者
許
義
乞

菜
」
の
訓
読
を
め
ぐ
っ
て

「
古
金
石
逸
文
」
索
引

第

百

二

十

浅
見

毛
利

号

昭
和
六
十
年
三
月
)

議
中
し
の
ぶ

『金
砂
子
切
高
葉
集
』

序
歌
の
変
遜
|
人
麻
巴
か
ら
赤
人
へ
|

志
賀
皇
子
子
孫
の
年
譜
考

-
市
原
王
か
ら
安
貴
王
へ
|

常
陸
国
風
土
記
「
建
借
問
命
」
説
話
の

杵
島
唱
曲
を
め
ぐ
っ
て

円

U
五
口
、
川
川
点
比
五
口
、
弔
問
世
冗
五
h

1
2
5
3
-
z
f
-
E言

商
業
・
二
七
五
六
番
の
「
借
有
命
」
の

訓
み
に
つ
い
て

君
不
座
者
心
神
毛
奈
思

毛
無
乃
岳
の
所
在

-
青
木
生
子
著
『市
内
業
挽
歌
論
』
を
読
む

横
山
繁
之
助

記
念
館
所
蔵

清

水

克

彦

大
森

橋
本

奥
村

毛
利

大

島

信

生

大
井
重
二
郎

渡

辺

護

第

百

二

十

二

号

(
昭
和
六
十
年
八
月
)

土
橋

{故

。磐
姫
皇
后
の
歌
。
の
再
検
討

正
守

/0/ 古
池 / 1代
上/0/イ日
法対ト本
則立ド語
の I掛かに
歴壊らお
史にイけ
的際トる
役しイ畳
割てト語
とのへの
立有 |変
義坂遷

叫-， -，水

主蔦寓鳥
罰築業義
己l集集j台
東東著
歌歌「
本の高
文園業
研語集
究学東
並的歌
びliJfの
に究研
究

第

百

二

十

三

号

工
藤

釘
賞

浅
見

昭
和
六
十
一
年
二
月
)

井
村

売
尚

大
宰
帥
大
伴
卿
讃
酒
歌
十
三
首

市
内
葉
集
「
与
」
の
表
記
に
つ
い
て

助
詞
ト
の
場
合
1

コ
ト

草
烈
染
の
言

市
内
葉
集
中
に
見
え
る
用
字
「
心
神
」
に

就
い
て

雅
之
i見正

守

大
島

内
田

桜
井
美
智
子

第

百

二

十

四

号

(
昭
和
六
十
一
年
七
月
)

品
田

前
向
葉
集
巻
十
四
の
原
資
料
に
つ
い
て

縮
重
複
一
部
重
複
続
考

|
合
わ
せ
て

工
藤
氏
に
対
し
て
述
べ
る
|

桜
「
落
チ
ル
」
と
桜
「
散
チ
ル
」
を
め
ぐ
っ

て
|
花
『
チ
ル
』
の
訓
字
の
一
断
面
|

蜂
矢

板
垣

第

百

二

十

五

号

ムハムハ

平
舘

(
昭
和
六
十
二
年
二
月
)

英
子

a"r!:. 
長L

「
天
飛
ぶ
や
経
の
道
は
」
の
構
想

陸
宮
除
歌
に
お
け
る
表
現
形
式
の
混
乱
に

つ
い
て
|
巻
三
四
を
中
心
に

l

三
野
王
に
閲
す
る
基
礎
的
考
察
そ
の

識
別
及
び
馬
と
の
関
り
に
つ
い
て
|

「
空
蝉
与
人
」
の
訓
釈
を
め
ぐ
っ
て

力
男王年

J f故

上
森

鉄
也

藤
原

茂
樹

大
島

信
生

第

百

二

十

六

号

昭
和
六
十
二
年
七
月
)

洋

中
世
帯
向
業
擬
歌
と
そ
の
周
辺

哲
夫

秋
の
雨
に
紡
れ
つ
つ
居
れ
ば
|
巻
八
編

者
の
和
歌
配
列
の
一
端
を
巡
っ
て
|

信
生

『寓
業
代
匠
記
』
と

『性
霊
集
抄
』

-

「
代
匠
」
と
の
関
連
に
お
い
て
|

間
以
徳

『時
代
別
国
語
大
辞
典
上
代
編
』

語
末
索
引
稿
(
五
)

片
桐

生
田

周
史

井
野
口

孝

蜂
矢

-iA、
uμB

世
よ
併
列

第

百

二

十

七

号

昭
和
六
十
二
年
九
月
)

'1党

大
伴
家
持
作
四
二
ハ
九

-
七

O
番
歌
の

賀
歌
性

新
撰
商
業
集
の
形
成

ー
下
巻
を
中
心
と
し
て
|

東
歌
「
可
保
夜
我
奴
麻
」
考

二
牒
原
芳
男
氏
著
「
高
桜
木
作
品
考
」

真
郷f故

大
1賓

長
幸

山
崎

健
司

村椛
山名

z
u
w
b白

E
1
」
円以出



第

百

二

十

八

号

昭
和
六
十
三
年
二
月
)

前
向
業
の
人
格

|
逃
新
経
大
使
阿
倍
継
麻
呂
の
歌
|

ウ
ケ
ヒ
の
論
理
と
そ
の
周
辺

|
語
集
論
的
考
察

陣
頭
秋
月
明
ら
か
な
り

高
築
学
会
み
ち
の
く
の
旅
補
注
|

『時
代
別
国
語
大
辞
典
上
代
編
』

誼
叩
末
索
引
稿
(六
)

第

百

二

十

九

号

伊
藤

内
田

小
島

蜂
矢

(昭
和
六
十
三
年
八
月
)

人
麻
呂
歌
集
の
略
体
歌
と
訓
読
漢
字

-

「行
行
」
の
歌
と
文
選
目爾

雅

|

「
正
倉
院
文
書
」
に
於
け
る
名
詞
の

商
業
仮
名
表
記

-
橋
本
達
雄
氏
著

『大
伴
家
持
作
品
論
孜
』
の
世
界

(昭
和
六
十
三
年
十
二
月
)

第

百

三

十

号

『古
事
記
』
声
注
の
一
考
察

-
4日
仮
名
対
象
の
声
注
を
中
心
に

係
助
詞
ハ
の
終
止
用
法

|
上
代
|

言
ふ
す
べ
の
た
づ
き
も
な
き
は
吾
が
身

な
り
け
り
|
省
約
準
体
言
の
軌
跡
|

寓
葉
集
巻
十
・
一
八
九

O
「
思
御
」
存

疑

「
商
業
」
通
巻
目
次

渡
瀬

桑
原

佐
藤
美
知
子

111 
口

内
田

大
藤

吉
野

孤
立
す
る
訓
仮
名

憶
良
「
老
身
重
病
歌
」
の
「
袋
」
|

憶
良
の
「
経
紀
」
再
々
考

↑専

第

百

三

十

号

(
平
成
元
年
三
月
)

資
徳

怒
1 

κ乙

書
か
れ
た
言
業
・書
か
れ
な
い
言
葉

|
古
体
表
記
と
分
節
性
1

人
麻
呂
歌
集
川
崎
体
歌
の
助
辞
表
記

-
文
字
化
と
読
添
、
ぇ
|

倭
太
后
の
歌

一
首
に
つ
い
て

し
が
鰭
は
我
れ
に
か
き
向
け

山
の
た
を
り

ー
そ
の
縁
詩
的
発
想
|

真
郷

日
田
中
む

第

百

三

十

二

号

(平
成
元
年
七
月
)

十
相

ι』
A
d
-
-

高
菜
の
「
我
が
身
」
の
歌
を
め
ぐ
っ
て

「
つ
ぎ
ね
ふ
山
背
道
」
の
歌
あ
る
夫
婦

情
愛
問
答
歌
の
素
材
と
そ
の
背
景
|

『常
陸
国
風
土
記
』
の
割
注
と
漢
籍
の
注

|
「今
」
を
含
む
説
明
形
式
を
中
心
に

l

佳
紀

第

百

三

十

三

号

(
平
成
元
年
九
月
)

~ 
1r1ii 
ト也、

い
に
し
へ
に
恋
ふ
ら
む
烏
は
ほ
と
と
ぎ
す

|
綴
田
王
の
弓
削
皇
子
と
の
問
答
歌
|

重
彦

職
名
表
記
か
ら
見
た
商
業
集

|
末
四
巻
の
場
合
|

政
治

工
藤

小
島

稲
岡

波
淑i

春伊吉
日Jf;長井

青
木

井
村

橋
本

身
山if

朝
比
奈
英
夫

力
男

家
持
へ
の
蔭
位
制
の
適
用
に
つ
い
て

「
車
内
莫
疾
拘
英
行
」
孜

慾
之

第

百

三

十

四

号

竹 JI汀
凹野

太修
郎 三

(平
成
元
年
十
二
月
)

相i

枕
詞
の
技
法

赤
人
作
歌
の
和
歌
史
的
位
置

古
事
記
、
古
語
拾
遣
の
「
之
」

『日
本
書
紀
』
「
神
代
」
の
章
段
区
分
諸

説
を
め
ぐ
っ
て

ー
基
礎
的
整
理
と
し
て
|

上
代
の
命
令
法
を
め
ぐ

っ
て

日
出
ー巾い

i'[1 
男 I専巌

第

百

三

十

五

号

(平
成
二
年
三
月
)

生
子

山
上
憶
良

|
老
身
重
病
経
年
辛
苦
及

思
児
等
歌
|

哲
夫

人
麻
呂
歌
集
川
崎
体
歌
の
助
辞
表
記
(続
)

|
文
字
化
と
読
添
、
え
ー

雅
之

か
な
で
普
く
ま
で

ー
か
な
と
か
な
文
の
成
立
以
前
|

漢
語
の
摂
取
漢
詩
「
立
春
立
秋
」

と
「
春
立
つ
秋
立
つ
」
な
ど

寿

て
二

」
ノ
J
L

吉 ij~ 阿
井水蘇

克瑞
綴彦校

神
野
志
隆
光

竹
田
純
太
郎

+
方
州
四
月

紀
雄

i度
瀬

目
田
中
ω

奥
村

小
島

憲
之



「
高
菜
」
通
巻
目
次

第

百

三

十

六

号

(
平
成
二
年
七
月
)

追
作
二
首
の
成
立

!
な
で
し
こ
歌
群
と
家
持
|

上
代
の
タ
メ
に
つ
い
て

人
麻
白
歌
集
略
体
歌
の
助
辞
表
記
(
完
)

ー
文
字
化
と
読
添
、ぇ

山
崎

吉
野

渡
瀬

第

百

三

十

七

号

(平
成
二
年
十
一
月
)

古
事
記
に
お
け
る
訓
注
の
性
格

明
日
香
皇
女
挽
歌
の
表
現
と
構
想

人
姿
ゆ
ゑ
に
|
逆
的
に
訳
さ
れ
る
ユ
ヱ

に
つ
い
て
|

第

百

三

十

八

号

(
平
成
三
年
三
月
)

作
品
と
し
て
の
古
事
記
中

・
下
巻
の

構
造

孝
徳
紀
挽
歌
二
首
の
構
成
と
発
想

ー
炭
信
詩
と
の
関
連
を
中
心
に
|

高
橋
虫
麻
呂
の
浦
鳥
伝
説
歌
の
構
図

『文
筆
秀
箆
集
』
詩
注

1

第
五
回
第
削
の
詩
|

平山
舘口

吉
野

吉
井

内
田

錦
織

小
島

第

百

三

十

九

号

(
平
成
三
年
七
月
)

健
司

上
代
の
タ
メ
・
ユ
ヱ
・
カ
ラ
の
使
い
分
け

に
つ
い
て

政
治

「
正
倉
院
文
書
」
に
於
け
る
女
性
名
の
表

記
|
女
性
名
の
構
成
要
素
「
|
メ
」
|

大
伴
家
持
作

「
為
寿
左
大
臣
橘
卿
預
作

歌
」
孜
|
「
い
に
し
へ
に
君
の
三
代

経
て
仕
へ
け
り
」
を
め
く
っ
て
|

目
白
申
む

「
竹
渓
の
山
は
沖
沖
」
続
紹

佳
紀
英
子

事
『土
橋
究
論
文
集
』

(
平
成
三
年
十
月
)

第

百

四

十

号

政
治綴

神
代
紀
天
石
窟
の
段
の

一
問
題

家
持
に
贈
る
歌

ー
大
伴
坂
上
郎
女
歌
の
手
法
|

「
明
日
よ
り
は
」
と
う
た
う
意
味

文
字
の
異
同
あ
る
い
は
通
用

-
禽
葉
集
の
校
訂
を
め
ぐ
っ
て
|

賢
徳

浩
文

ロ
τ7 

(
平
成
四
年
一

月
)

第

百

四

十

憲
之

表
箇
男

・
中
箇
男
底
箇
男
の
三
神

人
麻
呂
泣
血
哀
働
歌
の
異
伝
と
本
文

-

「字
都
曲
目
臣
」
と

「
打
腕
」

|

「
完
了
の
助
動
詞
」

考

-
寓
葉
集
の
ヌ
と
ツ
|

吉
野

桑
原

大
積

坂小
本島

粕
谷

鈴
木

渡
辺

車E吉
井

鉄
野

吉
田

第

百

四

十

二

号

(平
成
四
年
四
月
)

政
治

タ
カ
ヒ
カ
ル
・
タ
カ
テ
ラ
ス
考

人
麻
呂
挽
歌
の

一
考
察

-
石
中
の
死
人
を
見
る
歌

l

古
事
記
上
巻
「
神
参
拾
伍
神
」
考

-
本
田
義
寿
著

『記
紀
商
業
の
伝
承
と

芸
能
』
を
読
む

祐
子

民
幸

信愈
幸之

第

百

四

十

三

号

(
平
成
四
年
六
月
)

上
代
日
本
語
の
母
音
変
化

m
M
〈
問、

W
H
W
の
場
合
|

jilIJ 
紀

「
か
ざ
し
(
す
)」
と
歌
う
こ
と

『日
本
書
紀
』
三
則

そ
の
本
文
に
即
し
て
|

武
1I1'j E立

(平
成
四
年
九
月
)

第

百

四

十

四

号

善
彦

日
本
智
正
異
記
と
続
日
本
紀

古
事
記
上
巻
、
岐
美
二
神
共
に
生
め
る

「嶋
・神
参
拾
伍
神
」
考

宴
の
席
意
吉
麻
呂
の
物
名
歌

巌
昌
弘

茂
晃

ノ、

J¥、

橋
本

達
雄

回

誠
司

西
宮

民

駒
木

敏

毛
利

正
守

平
舘

英
子

小
島

窓
之

小
泉

道

毛
利

正
ん
寸

浅
見

f放



第

百

四

十

五

号

(
平
成
五
年
一
月
)

巻
一
・

二
五
番
の
天
武
天
皇
御
製
歌
の

成
立
過
程
に
つ
い
て

池
主
の
。
敬
和
歌
。
を
め
ぐ
っ
て

-
天
平
十
九
年
家
持
・池
主
の
長
歌

贈
答第

百

四

十

六

号

(
平
成
五
年
四
月
)

市
内
葉
集
存
疑
訓
注

枕
詞
「
味
凝
」
の
こ
と
な
ど
|

柿
本
人
麻
呂
の
臨
死
歌
群
の
成
立
に

つ
い
て
の

一
つ
の
推
考

人
麻
呂
歌
集
非
略
体
歌
七
夕
歌
群

七
夕
以
前
の
十
数
首
に
つ
い
て
|

*
内
田
間
以
徳
著

『古
門
業
の
知
|
成
立
と

以
前
|
』
を
読
む

第

百

四

十

七

号

(平
成
五
年
七
月
)

古
事
記
に
お
け
る
訓
仮
名
の
役
割

「存
続
の
助
動
詞
」
考

古
内
葉
集
の
「
り
」
に
つ
い
て
|

『逸
文
上
宮
記
』
の「

一
云
」
と
ヤ
マ
ト

タ
ケ
ル
大
王
系
諸

「市
内
也
市
」
通
巻
目
次

坂
本

大
越

木
下

吉
井

みか
U又

1頼

科判

f
Z奈

，nll
寸

H
H
H

111 
口

吉
田

百
点
m
l
f
 

第

百

四

十

八

号

(平
成
五
年
十
月
)

信
幸

日
本
霊
異
記
上
巻
の
書
式
に
つ
い
て

|
金
剛
三
味
院
本
の
誤
写
か
ら
|

喜
文

大
伴
家
持
と
池
主
の
贈
答

-
池
主
の
戯
歌
を
中
心
に
|

第

百

四

十

九

号

(平
成
六
年
二
月
)

正
俊

商
業
の
海

l
航
海

赤
人
作
歌
一
首
の
疑
義
を
質
す

|
騎

射
行
事
の
成
立
と
展
開
を
通
じ
て
|

人
麻
呂
歌
集
旋
頭
歌
に
お
け
る
叙
述
の

立
相

巌

回
目
的
U

第

百

五

十

号

(平
成
六
年
五
月
)

益

ー
キ
と

1
ギ

尊
敬
の
助
動
詞
マ

ス
(
イ
マ
ス
)成
立
考

ー
古
事
記
の
用
例
を
通
し
て
|

-神
野
志
隆
光
著

『柿
本
人
麻
呂
研
究

|
古
代
和
歌
文
学
の
成
立
|
』

事
大
野
晋
著

『係
り
結
び
の
研
究
』

佳
紀

茂
晃勉

車主西益
田

井
村

口
問
団

蜂
矢

吉
野

遠
山

浅
見

第

百

五

十

号

(平
成
六
年
八
月
)

善
彦

万日
|の業 | 本
古一集日書
辞方の付紀
書法訓けの
干IJ に記記
用変述述
の化を
対j の中(四)
用な心
| いに
異|
文
処
理

一
夫

第

百

五

十

二

号

吉
井

!放

鍵
本

有
理

(平
成
六
年
十
二
月
)

勝
笑

哲
夫

大
伴
家
持
越
中
に
下
向
す

ー
わ
た
く
し
の
一
つ
の
空
想
|

v
l
L
 
ιリ

桧
前
村
と
芸
能

|
楯
節
舞
と
東
様
氏
|

万
葉
集
に
お
け
る
母
音
脱
落
を
想
定
し

た
表
記

L
E
P
 

F
丸山

L
白
井
巌
氏
著

『天
皇
の
系
譜
と
神
話

一一一』

政
治

第

百

五

十

三

号

(平
成
七
年
三
月
)

白日

猿
に
か
も
似
る

家
持
に
お
け
る
枕
詞
の
方
法

『古
事
記
』
の
表
記

ー
和
化
さ
れ
た
字
義
を
め
ぐ
っ
て

l

」
太
田
昌
二
郎
著
作
集
』
に
こ
と
寄
せ

て

f散

一、vu
一
ノ
」
ノ

小
島

虫
忠
之

藤
原

茂
樹

吉
井

健

中
村

啓

浅

見

微

白
井
伊
津
子

奥
田

俊
↑専

小
島

i.l;;. 
b 、

之



「
寓
葉
」
通
巻
目
次

第

百

五

十

四

号

(
平
成
七
年
七
月
)

七
、
八
世
紀
に
お
け
る
ト
モ
の
表
記
に

つ
い
て

|
友
と
伴
を
中
心
に

部
業
の
歌
こ
と
ば

を|企
読身官
む崎宏

|雪崩
孟三百

全挽
宮歌
廷を
挽め
歌ぐ
のつ
世て
界

『時
代
別
国
語
大
辞
典
上
代
編
』
諾
末

索
引
稿
(
七
)

直
木
孝
次
郎

井
手

渡
i頼

蜂
矢

第

百

五

十

五

号

(
平
成
七
年
十
一
月
)

鉄
野

「
期
以
降
奥
園
出
金
詔
旅
田
歌
」
論

香
地|具
I ...，I.LI 
強宮
宮と
之城
時上
」宮

挽
歌
と
郡
白

設
営

-
渡
瀬
昌
忠
博
士
箸

『山
上
憶
良

賀
白
水
郎
歌
群
論
』

『時
代
別
国
語
大
辞
典
上
代
編
』
語
末

索
引
稿
(
八
)

第

百

五

十

六

号

(
平
成
八
年
一
月
)

廃
瀬
本
前
向
葉
集

ー
そ
の
後
の
こ
と
な
ど
|

人
に 1麻
つ壬呂
い申の
ての表
|乱現
のに
天お
武け
方る
1lI異
勢文
のと
表本
現文

士
心

上
野

村
山

蜂
矢

木
下

渡
瀬

「
山
下
風
」
小
考

黄
葉
片
々

「此
山
上
之
」

考

・川
口
品川
孝
著

『人
麿
憶
良
と
家
持

の
諮
剛』

至

第

百

五

十

七

号

(
平
成
八
年
三
月
)

回
目
申

ω

『侃
文
韻
府
』
を
設
ま
ぬ
日
は
な
し

1

漢
語
表
現
の
問
題
を
め
ぐ
っ
て

天
平
勝
宝
八
歳
六
月
十
七
日
大
伴
家
持

作
歌
六
首
の
論

e
西
宮
一
民
著

『古
事
記
の
研
究
』

-
井
手
至
著
『遊
文
録
車
内
業
篇

一』
を

読
む

真
郷

昌
弘誠

第

百

五

十

八

号

(
平
成
八
年
七
月
)

出

『古
門
葉
集
』
と
木
簡

大
伴
家
持
歌
の
「
秋
黄
葉
」

本
文

・
訓
と
用
法
を
め
ぐ
っ
て
|

東
歌
「
安
之
保
夜
麻
」
考

市
内
葉
集
歌
を
通
し
て
観
た
母
音
論

|
イ
と
ウ
の
場
合
!
l

-山
口
佳
紀
氏
著

『古
事
記
の
表
記
と

訓
読
』

真
郷

正
俊

自
国
申
U

乾生
田

村
瀬

小
鳥

奥
村

111 
口

稲
岡

東
野

鈴
木

椎
名

毛
利

浅
見

戸ヒ
O 

善
彦

第

百

五

十

九

号

(
平
成
八
年
九
月
)

周
史

悲
夫

ア
マ
マ
(
雨
間
)
考

|

「
体
言
(
+
の
)
+
ま
」
の
同
義
性

に
つ
い
て

l

-司

て |主

|「ZE
ニ1.';:::、

fに
「お
ヌけ
」る

の「
揺去
れ」

をの
め訓
ぐ
つ

態
之

月
と
潮
と
の
照
応

|
万
葉
集
八
番
「
熱
田
津
」
歌
考

和
美

第

百

六

十

号

(
平
成
九
年
三
月
)

佳
紀

聖
武
天
皇
と
海
上
女
王
の
贈
答
歌

大
伴
家
持
と
越
前
選
任
後
の
池
主

ー
天
平
勝
宝
元
年
暮
春
の
贈
答
を
め

ぐ
っ
て
|

親|治
之

一可

か|寄
ら色会
|の2:
波掠

tjt捕
を昨
染表」
す
形
勾ヤ

モヨ「

の
考
察

武
H青

号

(
平
成
九
年
五
月
)

第

百

六

十

嘉
郎

正
守

人
麻
呂
に
お
け
る
時
の
表
現
と
文
字

歌
の
中
の
漢
字
表
現

-
訓
字
と
仮
名
を
め
ぐ
っ
て
|

「紀
伊
国
問
答
歌
」
に
つ
い
て

古
事
記
ア
マ
ヒ
考

jf&. 

吉
野

政
治

奥
田

俊
博

}¥ 

木

孝
回
目

]形
111 

尚
之

西

一
夫

舘
クミこ
w 

笑
子

稲
岡

お|

内
田

賢
徳

井

ノ

口

史

吉

野

政

治



第

百

六

十

二

号

(平
成
九
年
七
月
)

峯
文
十
遠
仁

「
色
丹
出
与
」

(巻
四
・
六
六
九
番
)
の

訓
訪
に
つ
い
て

bz 

「香
具
山
は
畝
傍
を
愛
惜
し
と
」

-
新
資
料

・
林
図
雄
「
万
葉
考
松
能

落
葉
L

の
三
山
歌
論
に
触
れ
て
|

-寺
川
良
知
夫
著

『日
本
国
現
報
普
悪

霊
異
記
の
研
究
』

*
東
野
治
之
著
『長
屋
王
家
木
簡
の
研
究
』

第

百

六

十

三

号

(平
成
九
年
九
月
)

詠
物
歌
の
方
法

家
持
と
書
持
|

宣
命

の
文
章
構
造

|
ノ
リ
タ
マ
フ
系
宣
命
を
中
心
に
|

第

百

六

十

四

号

(平
成
十
年

一
月
)

稲
世
娘
子
と
禁
娘
子

秋
風
と
雁
天
平
十
八
年
秋
の
家
持
歌
|

琴
歌
諮
の
成
立
過
程

*
井
手
至
著
『遊
文
録

国
語
叩
史
筋
一

』

-
市
内
楽
」
通
巻
目
次

伊
ii事

坂
本

渡
瀬

出
雲
路

工
藤

鉄
野

池
田

伊
藤

奥
村

前判l
田野

第

百

六

十

五

号

(平
成
十
年
三
月
)

1専

上
代
日
本
の
固
有
名
詞
の
表
記

巻
九
一
七
九
九
番
「
か
保
比
去
名
」

を
め
ぐ
っ
て

タ
戸
不
知
有
命
懸
有

地
閣
議
片
々

内
な
る
理
由
(原
因
)
を
示
す
カ
ラ
の

例
外
に
つ
い
て

黄
葉
片
々

木
簡
の
「
ひ
と
つ
ひ
と
つ
」
「
ひ
と
り

ひ
と
り
」

-井
野
口
孝
著

『契
沖
皐
の
形
成
』

-吉
口
#
F

f
5-

自
国
申
U修

力
男

昌
弘

第

百

六

十

六

号

(平
成
十
年
七
月
)

幸
恵

家
持
の
創
作

興
中
所
作
歌
|

虫
麻
巴
の
「
手
穎
」
の
文
字
と
訓
に
つ

い
て

↑専

万
葉
集
巻
十

一
・
二
四
九
七
番
歌
試
解

l
「
灼
然
五
回
名
認
郷
侍
」
考
|

和
美

象
徴
詞
と
接
頭
辞

|
ぬ
な
と
も
も
ゆ
ら
に
考

官
間
一
富
棋

野
は
ノ
か
ヌ
か

憶
良
の
用
字
「
山
灰
」
を
巡
っ
て
!

黄
葉
片
々

一
五
番
「
波
津
海
」
歌
左
注
の
当
否

に
つ
い
て

西
宮

大
島

渡
i瀬

吉
野

犬
飼

村
田

ノl、
野

井
村

キ毎
'fr 

エ
ザ
膝

馬
I見l

Ji、
木

第

百

六

十

七

号

伊
藤

(平
成
十
年
十

一
月
)

民

抄

写|
北
百
年
の
防
人
歌
八
首

l

修
辞
と
し
て
の
枕
詞

-
柿
本
人
麻
呂
の
方
法
|

『万
葉
集
』
訓
字
主
体
表
記
巻
に
お
け

る
懸
詞
の
表
記

・
鶴

久

著

『商
業
集
訓
法
の
研
究
』

『時
代
別
国
語
大
辞
典
上
代
編
』
語
末

索
引
稿
(九
)

生

国
岡
山
U

政
治隆

正
1専

第

百

六

十

八

号

(平
成
十

一
年
三
月
)

究

男
性
に
よ
る
女
歌

|
万
来
集
に
お
け
る
|

天
浮
橋
の
構
造
と
機
能

古
事
記
に
お
け
る
「
国
神
」
に
つ
い
て

万
葉
集
仙
党
本
巻
第
二
十
日
銀
の
補
写

部
に
つ
い
て

・北
山
正
辿
著

『万
葉
試
論
歌
の
流

れ
と
「
存
在
」
の
問
題
』

『時
代
別
国
語
大
辞
典
上
代
編
』
語
末

索
引
稿
(十
)

哲
夫

寸
巳
ア
ド
1

--一
E
n
-4
J

力
男

門
川

二
、

4

ホ
什
吋
吋ノ

孝
昌

七

樽

白
井
伊
津
子

奥
田

{変
博

井
手

至

蜂
矢

真
郷

青
木

生
子

寺
川
氏
知
夫

妻

鐘
植

北
井

1I静
也

内
回

賢
徳

蜂
矢

真
郷



「
商
業
」
通
巻
目
次

第

百

六

十

九

号

(平
成
十

一
年
四
月
)

追
悼
小
島
憲
之
樽
士

弔

辞

『古
事
記
』
冒
頭
神
話
の
撰
録
過
程
上

の
考
察

天
孫
降
臨
神
話

「於
天
浮
橋
字
岐
士
摩

理
蘇
理
多
々
斯
」
考

人
麻
呂
歌
集
七
夕
歌
群
の
構
造

ー
そ
の
第
三
十

一
首
ま
で
|

頭
飲
回
「
反
歌
」
「
反
歌

O
首
」
の
表
示
に
つ

い
て

中
臣
宅
片
寸
独
詠
歌

選
替
の
運

|
萩
の
花
の
別
れ

l

第

百

七

十

号

(
平
成
十
一
年
七
月
)

完
了
辞
リ、

タ
リ
と
断
定
辞
ナ
リ
の
成

立
タ
チ
テ
ツ
マ
ヅ
ク
孜

.
平
舘
英
子
氏

『寓
葉
歌
の
主
題
と
意

匠
』

伊
藤

西
宮

井
手

渡
瀬

橋
本

浅
見

伊
藤

釘
貰

奥
村

菊
川

第

百

七

十

ロ
ヲ吉

(平
成
十

一
年
十

一
月
)

曲
一
旦
旗
雲
一
に
入
日
さ
し

養
老
七
年
吉
野
離
{
呂
行
幸
従
駕
歌

垣伊
見藤

博

マ
ヲ
ス
系
宣
命
の
文
・
挙
構
造

高
岡
市
万
葉
歴
史
館
蔵

『伊
勢
物
語
』

封
入
の
前
向
業
集
巻
十
断
簡
に
つ
い
て

・
商
係
勉
氏

『古
事
記
の
文
字
法
』

民

池
田

新
谷

第

百

七

十

二

号

(平
成
十
二
年
二
月
)

内
田

至

秋
詠
三
首

|
宿
祢
家
持
歌
集
の
論
|

形
容
詞
に
お
け
る
ミ
語
尾
の
文
法
性

ー
引
用
と
評
価
|

射
水
郡
駅
館
の
位
置
を
め
ぐ

っ
て

-
万
葉
集
か
ら
見
た
駅
制
|

自
国
申
hv

1主

雄{放

伊
藤

松
浦

黒
川

博

第

百

七

十

三

号

(平
成
十
二
年
五
月
)

主主
f 

「
二
上
山
賦
」
試
論

「
能
川
凝
哀
悼
挽
歌
」
考

天
武
諸
皇
子
の
出
生
順
と
続
紀
の
序
列

基
準
に
つ
い
て

・
伊
藤
博
氏
著
『
南
葉
集
務
注
』

(
一
|

十

二
を
読
む

和
美

商
心

鉄

野

昌

弘

官出
原
カ
ン
ナ

武
市

中
川

第

百

七

十

四

号

(
平
成
十
二
年
七
月
)

伊
藤

修
司博

商
業
集
と
近
代
短
歌
文
学

天
平
十
九
年
春
の
家
持
と
池
主
の
贈
答

|
「
臥
病
」
作
品
群
の
形
成
|

西

七

幸
恵

助
動
詞
「
り
」
の
承
悼
世
話
形
に
つ
い
て

秀
夫

佐
野

第

百

七

十

五

号

(平
成
十
二
年
十

一
月
) 宏

資
徳

日
本
語
書
記
史
と
人
麻
呂
歌
集
略
体
歌

の
「
書
き
様
」

崇
付
記
「
我
庶
兄
建
波
週
安
王
」
の
解
釈

-
孝
一
冗

・
開
化
記
婚
姻
系
譜
の
一
断

面
|

「
東
細
布
空
ゆ
引
き
越
し
」
考

*
中
村
啓
信
若

『古
事
記
の
本
性
』

-
橋
本
達
雄
氏
著

『万
葉
集
の
時
空
』

1専
清
美

会
必
φ
和
小

事Z

善
彦

板
垣

11& 

村西井
瀬富手

至
一
民
窓
夫

第

百

七

十

六

号

(平
成
十
三
年
二
月
)

木
下

正
俊

香
織

寸
た
ど
き
も
不
知
錐
念
」
の
訓
義

天
平
宝
字
元
年
十
二
月
三
形
王
宅
宴
席

伝
諦
歌

家
持
歌
と
宣
命

長手
Aノ

111 

尚
之

奥
村

和
美

幸
康

第

百

七

十

七

号

(平
成
十
三
年
五
月
)

ドヤ

聖
な
る
時
空

|
三
究
科
分
治
の
世
界
1

ミ
語
尾
を
と
ら
な
い
形
容
詞
に
つ
い
て

連
休
助
詞
「
つ
」
の
様
相

上
代
籍
帳
な
ど
に
お
け
る
人
名
を

中
心
に
|

夫

井
手

至

4
2附
t
J
 清
美

屋

建
植



副
詞
「
か
つ
が
つ
」
に
つ
い
て

第

百

七

十

八

号

(
平
成
十
三
年
九
月
)

吉
井

一
音
節
語
幹
の
形
容
詞

「
タ
ユ
ラ
ニ
タ
ヨ
ラ
ニ
」
考

有
閑
皇
子
自
傷
歌
の
表
現
と
そ
の
質

綿
花
宴
大
伴
百
代
歌
の
意
匠

第

百

七

十

九

号

石大宮蜂
田浦 川 矢

(
平
成
十
四
年
二
月
)

「
日
本
」
を
め
ぐ
っ
て

巻
十
三
の
本
伝
と
奥
伝

古
点
本
で
見
た
万
葉
語
二
つ

-

「
や
く
や
く
」
と
「
わ
わ
く
」
|

第

百

八

十

号

(
平
成
十
四
年
五
月
)

「
わ
た
つ
み
の
盛
旗
笠
宮
一
に
」
の
歌
の
解
釈

-
動
詞
連
用
形
の
一
用
法
に
及
ぶ
|

己
が
父
に
似
て
は
鳴
か
ず

-
「
詠
護
公
鳥
」
の
主
題
|

「
勅
」
と
「
勤
」

|
統
日
本
紀
の
場
合

l

*
蜂
矢
真
郷
箸
『
国
語
重
複
認
の
詩
構

成
論
的
研
究
』

「
商
業
」
通
巻
目
次

神
野
志
隆
光

垣

見

修

司

大
坪

IlJ 
口

菅
原

中
川
ゆ
か
り

山
口

佐F

第

百

八

十

ロ
τ7 

(平
成
十
四
年
七
月
)

正誠久真
↑場士美郷

感
傷
と
知

序
歌
の
意
味
と
形
式

内

田

氏

徳

白
井
伊
津
子

第

百

八

十

二

号

(
平
成
十
四
年
十
月
)

例
治

由
義
{
日
歌
垣
の
歌
謡

-

「
淵
も
瀬
も
」
歌
謡
の
解
釈
を
中

心
に

柿
本
人
麻
呂
「
石
中
死
人
歌
」
考

紀
州
本
万
葉
集
巻
第
十
以
前
の
系
統
と

江
家
本
の
校
異

「
白
鳥
」
の
訓
な
ど

第

百

八

十

三

号

高
松

村
上

北
井

」
の
歌
の

(
平
成
十
五
年
二
月
)

111 
11崎

{圭
紀

「
わ
た
つ
み
の
豊
旗
雲
に

第
三
句

上
代
人
名
に
お
け
る
諾
構
成
要
素

ー

一
音
節
形
態
素
を
中
心
に
|

黄
葉
片
々

壬
申
誓
記
石
と
森
ノ
内
木
簡
の
杢
格

$
木
下
正
俊
著

『万
葉
集
論
考
』

*
村
瀬
憲
夫
氏
著

『前
向
葉
集
編
纂
の
研

柴山
』
|
作
者
未
詳
歌
巻
の
論
|

準
佳
紀

佐
佐
木

佳犬

飼

隆

林
野
志
隆
光

橋
本

第

百

八

十

四

号

彩
山

(平
成
十
五
年
七
月
)

恋
夫
君
歌
(
巻
十
六

・
三
八
一

一
二
)
の
形
成

寧
楽
の
故
郷
を
悲
し
び
て
作
る
歌

ー
田
辺
福
麻
呂
の
宮
廷
儀
礼
歌
|

大
伴
家
持
の
吉
野
讃
歌
と
聖
武
天
皇
語

寿
夫

第

百

八

十

五

号

(
平
成
十
五
年
九
月
)

亜
紀

和
文
体
以
前
の
「
倭
文
体
」
を
め
ぐ
っ
て

形
容
詞
語
幹
の
用
法
の
違
例

事
佐
藤
美
知
子
著

『前
向
葉
集
と
中
国
文

学
受
容
の
世
界
』

・
古
典
索
引
刊
行
会
編

『商
業
集
索
引
』

m毎
回出

健
司

第

百

八

十

六

号

尚
之

花
井
し
お
り

新
沢

L
、子

林毛
利

正
{
寸

生
同
事
hv

i

)

 

鉄
野

昌
弘

吉
井

ル
紅
と
4
1
 

(平
成
十
六
年
三
月
)

陵
建
植

『万
葉
集
』
に
お
け
る

[
非
単
独
旬
音

性
の
字
余
り
句
]
に
つ
い
て

隠

蔵

杉

|
歌
の
改
変
と
主
題
|

$
小
島
憲
之
『
園
風
暗
黒
時
代
の
文
皐

補
篇
』

透
l仕

読
商
業
歌
林

'七

111 
口

t
t
q」
{
i
 

;恒

見

修
司

内
田

賢
徳

身
I~奇

寿



「
蔦
葉
」
通
巻
目
次

第

百

八

十

七

号

(
平
成
十
六
年
五
月
)

万
葉
集
を
め
ぐ
る
仏
教
的
環
境

l
正
倉
院
文
書
と
万
葉
集

l

人
麻
呂
の
死
を
め
ぐ
る
諸
問
題

「
楳
結
へ
我
が
夫
」
再
説

-
乾
善
彦
草
咽

『漢
字
に
よ
る
日
本
語
敵
国

記
の
史
的
研
究
』

第

百

八

十

八

号

栄
原
永
遠
男

浅清
見水

釘
貰

(
平
成
十
六
年
六
月
)

追

慕
た

ひ

み

と

せ

と

と

せ

|

「
平
ら
か
に
い
ま
一
一
一年
ほ
ど
十
年

ほ
ど
」

|

「
あ
し
ひ
き
の
山
橘
の
色
に
出
で
よ
」

(4
・
六
六
九
)

付
、
「
春
風
の
音
に
し
出
な
ば
」

古
今
相
聞
往
来
歌
訓
話
二
題

-
二
五
五
五

・
三

O
二
七

な

ど

|

大
名
持
村
社
と
人
麻
呂
歌
集

-
人
麻
呂
の
工
房
を
採
る
(
其
の
一
三

万
葉
集
十
六
の
構
造
と
形
成

日
本
古
代
の
烏
と
水
鳥

ー
巣
山
古
墳
と
記
紀
の
雁
産
卵
|

贈
答
歌
の
社
会
性

青
木

阿
蘇

井
手

稲
岡

橋
本

渡
瀬

浅
見

第

百

八

十

九

号

(
平
成
十
六
年
七
月
)

平
仮
名
資
料
と
し
て
み
た
類
衆
古
集

ー
ミ
セ
ケ
チ
訂
正
を
通
し
て

克
徹彦

「
ず
は
」
の
語
法

|
仮
定
条
件
句
|

言r
f 

「
参
」
字
考

|

「
マ
ヰ
」
と
い
う
こ
と
ば
|

山
上
憶
良
の
仏
教
受
容

|
維
摩
と
釈
迦
の
並
挙
表
現
を
め
ぐ

っ
て
|

生
子

第

百

九

十

号

(
平
成
十
六
年
九
月
)

山而
'支
T
1
 
倭
太
后
歌
小
考

『古
門
葉
集
』
歌
に
お
け
る
枕
詞

・
序
詞

と
磐
除

ー
そ
の
関
係
論
の
試
み
|

『類
緊
古
集
』
の
変
容

-

『袖
中
抄
』
を
中
心
に
|

ウ
マ
シ
ク
ニ
ソ
と
ウ
マ
シ
キ
ク
ニ
ソ

ー
ウ
マ
シ
[
シ
ク
活
用
]
の
問
題
か

ら
'|

至

判
相達

制t

遠
藤

小
相1I

土
居

宮
田
原
カ
ン
ナ

生
田

白
井
伊
津
子

最
安1:

蜂
矢

自
己
忠

第

百

九

十

ロ
τヲ

(
平
成
十
七
年
一
月
)

藤
原

徹

山
村
に
幸
行
し
し
時
の
う
た

ム
型
・
ブ
型
・
ミ
ス
型
動
詞
と
ミ
語

法
の
形
態
論
的
必
然
性
に
よ
る
推
移

竹
内

邦
基

黄
葉
片
々

人
名
「
あ
し
へ
」
を
め
ぐ
っ
て

丸
方
賀
紀
雄

『寓
葉
集
に
お
け
る
中
園

文
撃
の
受
容
』

七
四

犬
飼
鈴
木

喬隆

川
合

康

智

第

百

九

十

二

号

(
平
成
十
七
年
四
月
)昌

弘

美
幸

巻
十
九
巻
末
三
首
を
め
ぐ
っ
て

万
葉
集
に
お
け
る
訓
字
表
記
「
未
」
字

を
め
ぐ
っ
て

「
忘
戸
去
者
」
訓
義
考

・
井
手
至
著

『遊
文
録
説
話
民
俗
筒
』

を
読
む

傘
『渡
瀬
昌
忠
著
作
集
』
八
巻

・
補
巻

一

周
史

鉄
野

王

秀
梅

木
下

正
佼

波
瀬

日
田
巾
U

第

百

九

十

三

号

(
平
成
十
七
年
七
月
)

上
野

誠

詳
羽L

市
問
業
集
の
字
余
り
と
脱
落
相
芦
疋
表
記

ー
定
型
に
対
す
る
共
通
了
解
の
観
点

か

ら

|

真
郷

「
留
女
之
女
郎
」

小
考

上
代
官
人
像
の
形
成

『日
本
霊
異
記
』
上
巻
第
二
五
縁

に
つ
い
て
|

茂
樹

史
郎

佐
野

宏

鉄
野

昌
弘

奥
村

和
美



第

百

九

十

四

号

(平
成
十
八
年
三
月
)

木
下

誤
{
子
説
異
見
余
燈

梨
の
黄
葉
を
胸
て
作
る
歌

家
持
宴
歌
の
一
手
法
|

上
で |代
ニなに
をぜお
{半クけ
わ活る
な用形
い形容
か容詞
|詞言昔
話素
素と
はニ
単
独

*
士
口
野
政
治
著
『
古
代
の
基
礎
的
認
識

五
日
レ
一
時
比
五
日
つ
五
円
b
z
'

三

nJ
4
--zn
u
l
-
よ

朝
比
奈
英
夫

林車主

第

百

九

十

五

号

(
平
成
十
八
年
八
月
)

坂
本

柿
本
人
麻
呂
の
表
現
を
め
ぐ
っ
て

「
秋
風
ゆ
妹
が
音
聞
こ
ゆ
」

-
巻
十
・

二
O
一
六
歌
の
異
訓
を
め

ぐ
っ
て
|

商
業
集
に
お
け
る
擬
音
韻
尾
字
音
仮
名

に
つ
い
て

|
連
合
と
略
音
|

市
開
山
岡
義
隆
若

『上
代
言
語
動
態
論
』

移
『セ
ミ
ナ
ー

万
葉
の
歌
人
と
作
品
』

の
刊
行
を
終
え
て

「
高
葉
」
通
巻
目
次

月
間

尾
111 

柄
本

神
野
志
隆
光

第

百

九

十

六

号

(
平
成
十
八
年
十

一
月
)

正
俊

新
城
と
大
藤
原
京

|
万
葉
歌
の
歴
史
的
背
景
|

上
代
の
複
数

|
接
尾
語
ラ
を
中
心
に
|

浩
恵

黄
条木業
件筒片
表に々
現あ
ら
1つ
れ
た
巳
似と

形
単
独
σコ

善
彦

-山
口
佳
紀
著

『古
事
記
の
表
現
と
解

釈
』第

百

九

十

七

号

和
田相[1

犬
飼

内
田

(平
成
十
九
年
三
月
)

信
幸

「
南
岳
」

本
文
の
可
能
性

付
「
稗
紀
本
」
の
概
要
|

道
晴

戯
歌
を
作
り
て
問
答
を
な
せ
り

巻
四

・
六
六
五

1
七
歌
|

慎

『維
摩
経
』
受
容
の
問
題

-
「
方
丈
」
の
語
を
め
ぐ

っ
て
|

・
白
井
伊
津
子
氏

『古
代
和
歌
に
お
け

る
修
辞
枕
詞
・
序
詞
孜
』
を
読
ん

で

雅
之

』
ハ
膳
宏

『古
代
漢
詩
選
』

木
下

井
ノ
口

富
原
カ
ン
ナ

平
舘

内
田

第

百

九

十

八

号

品主

T-
A
刷
A

，一ノ

(平
成
十
九
年
六
月
)真

郷

率

上
代
特
殊
仮
名
造
に
関
わ
る
語
奨

市
内
葉
集
に
お
け
る
子
音
韻
尾
字
音
仮
名

に
つ
い
て

布
桑
原
祐
子
著

『正
倉
院
文
書
の
国
語

学
的
研
究
』

智
|を

第

百

九

十

九

号

尾
111 

'慎

佐
野

宏

(平
成
十
九
年
十
二
月
)

山
貝
徳

「
あ
づ
ま
の
国
」
の
成
立

-
倭
建
命
に
よ
る

「
東
方
十
二
道
」

平
定
が
果
た
し
た
も
の

黄
葉
片
々

ミ
ハ
山

・
飛
鳥
神
奈
備
説
の
疑
義
を

質
す

-
橋
本
迷
維
著

『万
山
梨
集
の
編
纂
と
形

成
』

$
大
久
保
康
行
著
『筑
紫
文
学
園
と
高
橋

虫
麻
呂
』

・小
川
精
彦
著

『商
業
学
史
の
研
究
』

ホ小
谷
博
泰
著
『木
簡
・
金
石
文
と
記
紀

の
研
究
』

正
俊史

英
子

同
H
徳

第

二

百

号

(平
成
二
十
年
三
月
)

家
持
長
歌
に
お
け
る
短
歌
と
の
交
渉

「
尋
常
」
考

-
漢
詩
考
証
の
試
み
|

七
五

福
田

武
史

井
村

哲
夫

原
旺l

貞
義

鉄
野

昌
弘

山
崎

干高
之

車主

善
彦

奥
村

和
美

山
崎

干高
之



「
世
間
門
業
」
通
巻
目
次

古
事
記
「
奉
」
字
考

l
「
マ
ツ
ル
」
と
い
う
こ
と
ば
|

-
犬
飼
降
著

『木
簡
に
よ
る
日
本
語
書

記
史
』

e
橋
本
雅
之
著

『古
風
土
記
の
研
究
』

七
六

土
居

美
幸

蜂
矢

真
郷

中
川
ゆ
か
り
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る
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毛利正守 7478 80 83 151 

100 102 104 吉井 健 152177・185
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よ
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30 31 33 *39 藤原芳男 2226 33 36 
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よ 142 169 *183 
る
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橋本雅之 121132・195 ffi¥ 勝 78

長谷川信好 88 本田 義憲 69

蜂矢 宣朗 916 18 29 本田 義彦 514 

32 *33 43 本田義寿 70

蜂矢 真拡!日 86104 107 
ま iT 

112 113 116 

119 124 126 前田 富棋 *164

128 150 154 正宗 教夫 17

155 167 168 主主田 勝実 6 149 

178 190 198 "日野修三 133

*200 松浦清美 172177 

服部喜美子 32 4公田 修 75

花井しおり 184 松田好夫 1122 23 25 

花田 昌治 29 ホ44

i資口 ↑守主主 1 11 *21 31 松本 剛 99

41 *49 88 真剣5 次郎 13 17 28 41 

林田正男 6991 55 58 74 

林 i告恵 185 194 馬淵杭|夫 166

HALLA ISTV A'N 74 80 丸山隆司 112

84 商業七曜会 事33

原田 貞義 5782 84・199
み

原田芳起 36

身附f
ひ

寿 8290 133 186 

三田誠司 142

久松潜ー 6 9 *38 三辺浩一郎 14 24 

広瀬 誠 20 三間重敏 103108 
七 宮川 久美 178
ブL ゐ、

宮本喜一郎 28 47 

福田武史 199 ーロ1= 陽 4 7 

福田良車i1i 5 34・62
藤原茂樹 125152 191 



田中大士 118 富原カンナ 173 189 197 

田中みどり 95 友松孝行 88

回遊幸雄 414 
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る
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新村 出 2 6 11 
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すよ
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月ヲ刃二ミ| 事197 176 193 200 

村正谷 記子 166 奥村 恒哉 1114 91 

長田 夏樹 96
え

ノl、[Fi' 寛 166

桜本福寿 100 尾坐よしゑ l 

遠藤 邦基 189 小野寺静子 79 

j平潟久孝 1 1 1 2 
お

2 345  

扇r.1II 忠雄 8 16 34 *45 6 7810 

60 10 11 12 13 

王 秀梅 192 14 15 16 17 

大井重二郎 18 80 81 85 18 19 20 21 

121 22 23 24 26 

大j甫誠士 178 29 31 34 50 

大久保正 1023・4461 尾山 慎 195198 

62 *62巧8 尾山t~二郎 3 6 

*78 

大越寛文 75
か f丁

大越喜文 145 垣見修司 171179 186 

大島信生 119121 123 鍵本有理 151

125 165 景井詳すf~ 190 

大谷 究治 21 彩山尚之 160176 184 

大坪併i台 1721 179 資古 明 27

大野 普 312 *67 笠井 1青 20

大野 保 24 j孔巻来次郎 13 18 

大野森県 12 柏木 真里 81

大j賓j滋比古 13 15 19・19 春日和男 7 17・54131 
)¥ 25 46 *54 春日政治 17

大波長幸 97127 139 粕谷輿紀 7794 101 

大iii車重彦 105130 ホ112140 

大森亮尚 121 片桐洋一 126

同l内弘子 110111 加賀l! 伸行 31 



ー (川lは、 制 )
筆者名 L よる索引 及び新刊紹介

あ 行
伊藤 博 1・35 9 

11 15 17 18 

者筆名

青木紀元・74 23傘2528 31 よ
る

青木生子・35132 168 申3638 44 50 索
ヲ|

188 54 55 *58 59 

朝比奈英夫 133 194 64 72 76・79

浅見 {散 2022 33 40 80 82 87 

51 57 *81 ホ110117 119 

*106 120 *122 128 131 162 

144・150153 164 167 169 

*158 169 187 171 172 174 

188 稲岡耕二 5156 58 59 

|河?~:午瑞枝 20 37 134 188 80 103 131 

荒木良雄 1936 *157 161 188 

稲村栄一 29
し、

乾 普彦 140 148 156 

飯塚 誠 56 175 *194 *199 

生田周史 106126 156 犬養 孝 25・68

190 犬飼 隆 102165 183 

池上禎造 434 191 196 

池田幸恵 163171 井上展子 43

石井庄司 *26*45 井野口孝 113126 

石田正博 178 井ノ口史 161197 

出雲路修・162 井村哲夫 4148 52 55 

板垣 11& 124 175 60 68 73・74

伊丹末雄 17 77・89・93

井手 至 5 8 13 17 109 117 123 

20 24 26 27 132 149 166 

29 32 39 40 199 

41 49・49・53
つ J¥ 79 81 95 111 

四

154 *167 169 植垣節也 59・82

175 177 188 上回 設夫 81

井手恒雄 10 上田 英夫 16

伊藤 主在 *146 上田正昭 *61



編

輯

後

記

O
『
市
内
業
』
二
百
一
号
を
お
届
け
し
ま
す
。
こ
の
号

が
お
手
元
に
届
く
頃
は
、
梅
雨
の
凝
り
だ
ろ
う
と

思
い
ま
す
。
雨
に
濡
れ
る
紫
陽
花
を
思
い
浮
か
べ

な
が
ら
こ
れ
を
書
い
て
い
ま
す
。

O
今
号
に
は
一
昨
年
の
全
国
大
会
で
ご
講
演
い
た
だ

い
た
青
木
生
子
先
生
の
ご
論
文
を
掲
載
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

「恋

・
女

・
歌
」
の
三
位
一
体

が
万
葉
の
本
質
で
あ
る
と
い
う
、
青
木
先
生
の
お

考
え
が
ご
論
全
体
に
に
じ
み
出
た
味
わ
い
深
い
内

容
で
す
。

O
新
進
、
柴
田
岳
氏
の
論
は
続
紀
宣
命
の
「
来
」
表

記
を
時
間
的
空
間
的
意
味
を
見
据
え
て
論
じ
た

も
の
で
す
。
坂
本
信
幸
氏
に
よ
る
浅
見
徹
氏
の
著

書
紹
介
は
、
長
く
政
策
学
会
の
編
輯
委
員
で
あ
っ

た
浅
見
氏
の
お
人
柄
ま
で
が
読
む
者
に
伝
わ

っ
て

き
ま
す
。

O
前
回す
で
予
告
し
ま
し
た
よ
う
に
、
創
刊
ロ
す
か
ら
の

通
巻
目
次
を
縄
戦
し
ま
し
た
。
執
鋒
者
の
総
数
は

二
百
九
十
六
名
、
論
文
悲
評
な
ど
の
論
考
は
干

を
超
え
ま
す
。
校
正
の
折
、
上
代
文
学
研
究
の
画

期
を
な
し
た
多
く
の
論
文
名
を
日
で
追
い
な
が
ら
、

今
更
な
が
ら
に
こ
の
雑
誌
が
果
た
し
て
き
た
役
割

を
確
認
し
ま
し
た
。

O
最
終
校
正
の
最
中
に
、
東
京
秋
葉
原
事
件
の
報
道

が
あ
り
ま
し
た
。
人
間
学
と
し
て
の
文
学
研
究
の

意
味
を
改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

O
二
百
二
号
の
編
輯
も
着
々
と
進
ん
で
い
ま
す
。
次

号
に
は
、
今
年
度
大
会
の
詳
し
い
要
項
を
お
知
ら

せ
す
る
予
定
で
す
。

(

橋
本
雅
之
)

。

お

願

い

O

l

論
文
の
投
稿
、
音
籍
論
文
の
御
寄
贈
は
、
学

会
本
部
あ
て
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

2

年
会
授
の
納
入
お
よ
び
入
会
申
込
み
は
、
そ
の

む
ね
を
明
記
の
う
え
会
費
を
郵
便
振
替
で
「
O
O

九
O
O
|
七
|
二
九
一
四
七
市
内
業
学
会
」
あ
て

に
お
送
り
く
だ
さ
い
。

3

住
所
変
更

・
改
姓
等
の
届
出
、
本
誌
既
刊
号
の

購
入
等
は
、
清
文
堂
出
版
内
商
業
学
会
事
務
室

あ
て
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

投

稿

規

程

一
、
投
稿
資
格
は
、
会
員
に
限
る
。

一
、
内
容
は
、
市
内
葉
集
と
そ
れ
に
関
連
す
る
各
分
野

の
研
究
論
文
と
す
る
。

一
、
分
設
は
、
原
則
と
し
て
凶
百
字
詰
め
原
稿
用
紙

四
十
枚
程
度

(た
だ
し

「黄
葉
片
々
」
欄
は
十
枚

以
内
)
と
す
る
。

一
、
投
稿
に
際
し
て
は
、
原
稿
凶
部

(
コ
ピ

l
可
)

を
学
会
本
部
宛
に
送
る
こ
と
。
た
だ
し
、
原
稿
は

返
却
し
な
い
。

一
、
ワ
ー
プ
ロ
原
稿
の
場
合
は
、
字
詰
め
行
数
及

び
四
百
字
詰
め
原
稿
用
紙
に
換
算
し
た
枚
数
を
明

記
す
る
こ
と
。
論
文
採
用
の
場
合
に
は
、
テ
キ
ス

ト
フ
ァ
イ
ル
の
提
出
を
お
願
い
す
る
。

一
、
採
否
決
定
は
、
編
輯
委
員
会
に
一
任
の
こ
と
。

一
、
論
文
掲
載
の
場
合
は
、
本
誌
十
部
を
贈
呈
す
る
。

た
だ
し
、
余
分
に
入
用
の
時
は
、
あ
ら
か
じ
め

'm

し
出
が
あ
れ
ば
実
質
で
こ
れ
に
応
ず
る
。

て
掲
載
さ
れ
た
論
文
等
の
著
作
権
は
、
執
筆
者
に

帰
属
す
る
。
た
だ
し
、
本
誌
「
商
業
」
の
再
版
、

電
子
化
公
開
等
に
つ
い
て
は
、
執
筆
者
の
許
可
を

得
な
い
で
学
会
が
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す

る
。
誠
一
築
学
会
会
則

一
、
本
会
は
、
商
業
学
会
と
称
す
る
。

一
、
本
会
は
、
市
内
山
梨
集
と
そ
れ
に
関
連
す
る
各
分
野

の
研
究
を
目
的
と
す
る
。

て
商
業
研
究
者
・
愛
好
者
は
維
で
も
申
込
み
に
よ

っ
て
会
員
に
な
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
、
会
員
の
研
究
発
表
機
関
誌
と
し
て
季
刊
「
寓

草
木
」
を
編
輯
発
行
す
る
。

一
、
本
会
は
、
年
一
回
、
公
開
講
演
会

・
研
究
発
表

会

・
臨
地
調
査
研
究
を
中
心
と
す
る
全
国
大
会
を

行
い
、
表
彰
制
度
を
設
け
る
な
ど
、
随
時
、
目
的

に
沿
、
つ
事
業
を
行
う
。

一
、
会
員
は
、
年
額
四
千
円
の
会
費
(誌
代
を
含
む
)

を
年
度
初
め
(四
月
)
に
納
入
す
る
。

一
、
本
会
の
本
部
を

大
阪
市
住
吉
区
杉
本
三
丁
目
三
番

一一一一
八
号

大
阪
市
立
大
学
文
学
部
国
諸
国
文
学
研
究

室
内
(郵
便
番
号
五
五
八
八
五
八
五
)

に
置
く
。

一
、
本
会
の
運
営
及
び
機
関
誌
の
編
輯

・
発
行
は
編

輯
委
員
会
に
お
い
て
行
う
。

一
、
本
会
に
代
表
を
置
く
。



葉

第

二
百
一
号

平
成
二
十
(ニ
C
C
人)
年
六
月
二
十
五
日
印
刷

平
成
二
十
(ニ
D
D
人)
年
六
月
三
十
日
発
行

頒
価

て

0
0
0円

送
料

六

O
円

時
駒
大
阪
市
住
吉
区
杉
本
三
丁
目
一一一
香
川
団
号

大
阪
市
立
大
学
文
学
部

国
語
国
文
学
研
究
室
内

電
話

三
(
六
三
五
)
二
四
一三

編
輯
発
行

寓

葉

学

会

代

表

者

芳

賀

紀

雄

擬
替
O
O九
O
O
l
ヒ
ー
二
九
一
四
七

時
鵬
大
阪
市
中
央
区
島
之
内
二
丁
目
八
番
五
号

清
文
堂
出
版
株
式
会
社
内

高
葉
学
会
事
務
室

電
話

。
穴
(
六
三
乙
六
三
(
五

高

発
売
一
附


